
 
 

 

 
 

 

１ 「県教育委員会指定 新学習指導要領研究発表会」を開催しました 
11 月 14 日に佐賀県教育委員会指定「新学習指導要領研究中間発表会」

を開催しました。「学ぶ楽しさを味わい、思考力が高まる生徒の育成」

に向けて、新学習指導要領で求められている「主体的・対話的で深い学

び」に関して授業実践を通して研究している内容を公開しました。 

参観者から「主体的学びの手法

と模範的授業から学んだことを
授業改善に活かしたい。」「生徒の

意欲的な学習態度が素晴らしか

った。」「公開していない学級の自
習態度が素晴らしかった。日頃の

学習規律の指導が学習の基盤に

なっていると感じた。」との多く
の意見が出され、主体的な学習を

促す提案を称賛されました。 

来年度の最終発表に向けて教師も生徒も気持ちを引き締め直して研
究・実践を推進することが、生きる力の源となる学習意欲と学力向上を

実現し、その手法を佐賀県下の学校に発信する使命感を再認識しました。 

２ 11月２日に「地域学校協働本部」会議を開催しました 
コミュニティスクール事業の一環として「地域学校協働本部」会議を、

東・西川登町代表者（区長会長・公民館長・老連会長・婦人会長・町子

連会長・荒踊り保存会会長・自治公民館長会長・おやじの会会長・町づ
くり推進協議会会長・若者会会長・地域コーディネーター）と川登中Ｐ

ＴＡ正副会長・校長・教頭・教務主任の２４名の委員で開催しました。 

校長として学校経営方針や本校教育目標の具現化の方策や現状を話
し、教頭から本会議の目的や具体的内容・今年度の活動状況について説

明を行い、地域との協働のために協力を依頼しました。委員の方から、

学習成果発表会や合唱コンクールでの生徒の意欲的な取組や感動的な
発表、地域での気持ちの良い挨拶などの様子が素晴らしいと話されまし

た。日曜日が部活動休養日になったので地域行事に参加する生徒が増え

たこと、小中学生の犯罪被害の報道を見ると地域のパトロールの重要性
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を感じることなどの意見が出されました。今後計画している篠笛の体験
学習の目的を説明して、指導や協力をお願いしました。ＰＴＡ会長から、

学校の働き方改革のために保護者でできることを検討していると提案

していただいたことに感謝の意を伝えました。 
「地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支える仕組み」を確立し

て、自己実現に向けて一生懸命に努力する生徒、郷土を愛する川中生の

健全育成に全力を尽くして教育を充実させる決意を新たにしました。 

３ Pepper 社会貢献プログラムスクールチャレンジプ

ログラミング成果発表会武雄市大会で入賞しました 

【最優秀賞】安藤肴汰（２年） 飯盛巧真（２年） 

４ 税の作文と税の標語で受賞しました 

 税の作文 （全国納税貯蓄組合連合会・国税庁実施） 

【武雄税務署管内納税貯蓄組合連合会会長賞】山口琴未（３年） 
 税の標語 （全国間税会総連合会実施） 

【優秀賞】北川みずき（３年） 

５ 第 60回佐賀県学童美術展最終審査で入賞しました 
【特 選（絵画部門）】中尾萌々花（２年） 

【特 選（デザイン部門）】中尾萌々花（２年） 

【準特選（絵画部門）】感應彩芽（３年） 山口真央（１年） 

６ 第 60回佐賀県学童美術展武雄市部審査で入賞しました 

 絵画部門  

【特 選】感應彩芽（３年） 中尾萌々花（２年） 
山口真央、渡辺隆太（１年） 

【準特選】坂口 司（１年） 

【入 選】八坂菜月（２年） 古瀬由依乃（１年） 
 デザイン部門  

【特 選】森はるな（３年）、中村莞乃、中尾萌々花、中野真太朗 

八坂菜月、大宅 舞（２年） 
【準特選】井手正宗、坂本瑞希（３年） 

梅津 翔、飯盛巧真、嶋澤凪紗（２年） 

【入 選】感應彩芽（３年） 小野紫緒里、沖田茉奈香（１年） 
 線描部門  

【特 選】梅津 翔（２年） 

【準特選】原田 響（３年） 八坂菜月（２年） 小野紫緒里（１年） 

※ 学校通信は川登中学校ＨＰにおいてカラーで見ることができます 

 （新）川登中学校ＨＰ・・・https://www.education.saga.jp/hp/kawanobori-j/  


